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これまでの協議体・生活支援コーディネーターの取り組み

区ごとの特徴について協議体で分析を行い、その
データを用いて、各地区において支え合いの地域づく
りにむけた学習会を実施してきた。

区内において、支え合いのしくみづくりを始めたいとい
う地区の区長も参画し協議体で意見交換を実施中

穂高地域

サロンなどの住民の交流の場がどの程度あるのか
調査を行った。より細かな地域ニーズを発掘するた
め、区長等へ協議体に参加を依頼し、ワークショップ
を実施してきた。

小地域での支え合い活動の必要性が見えてきた中
で先進事例を共有し、しくみづくりに向けて学習中

堀金地域

三郷地域

明科地域

地域の課題を住民から聞き取る場として、協議体
主催のサロン『あいりすdeサロン』を実施してきた。

ワークショップから課題としてあがった空き家、買い
物支援、居場所づくりなどをテーマに地域資源を生
かした支援を検討中

移動支援の問題提起や、老人クラブなどの団体にお
ける担い手不足の課題から、多様な担い手の育成
をテーマに検討を行ってきた。

コロナ禍により、住民がつながれる場の必要性を再
認識し、市内の先進地を視察した。
場づくりに向けて検討中
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コロナ禍でのスタート。 地域活動をどのように応援するか？

『今だからできる
地域の活動を考えてみませんか！』

『ふれあい・いきいきサロン
アンケート集計結果&ヒント集』

▴コロナ禍により何が一番課題となっているかアン
ケート調査を行い、活動における留意事項などを
まとめたヒント集を発行しました。

▴『今だからできる活動』へ発想を転換した
活動を紹介。地区社協会長へ可能な限り手渡
しで配布をしました。

活動の提案
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相談支援

コロナ禍でのスタート。 地域活動をどのように応援するか？

『サロンを開催できない代わりに
家で取り組めるものを配布したい』

『サロンを再開したいけど、どうしたら
いいかわからない…』

▴相談によっては、地区役員会等に参加させて
頂き、再開に向けての留意事項や代替手段の
提案などをさせて頂きました。

電話・アンケートによる
ヒアリング支援

▴地区社協会長・区長・協議体委員等に電話や
アンケートにより現状の課題について聞き取り、
支援を行いました。
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従来の地域課題＋ｗithコロナ時代の支え合いへ

今後の課題

・従来からの課題に加え、コロナ禍によって
必要性が浮彫となった課題へのアプローチ

・時代の変化による新しい支え合いの形への変容。

介護予防を目的としているこの事業において、住民の交流の場が維持出来ないこと
は大変な課題である。一方でコロナ禍だからこそ、浮き彫りとなった課題の把握に
より、今までつながっていなかった住民とつながる機会にもなっている。
これを今後の地域づくりにどう生かしていくか。

介護保険制度の改正と共に支え合いの形が見直される中、コロナ時代の今、
だれもがとりこぼされることなく、つながりの切れない地域づくりが求められている。
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